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ダシキヤクギとアザカガネの記 

 
 伊波 1)は 1905（明治 38）年、了攬新森城碑文のダシキヤクギ・ア

ザカガネに初めて解釈を与え堅い釘・固い鉄の意とした．次に東

恩納 2)は、ダシキヤクギをダシチャの楚（にんじん木）に類する堅

靱な木でアサカガネを鎹の事とし、ダシキヤを植物とみた．さらに

仲原 3)は 2 句とも植物とみて、アザカがリュウキュウアオキ（ボチョウ

ジ）、ガネがゲーン→グシチ→ススキで、アザカガネはリュウキュウ

アオキとススキの束、またクジ（クヂ）が方言名クジと呼ぶトウツルモ

ドキで、ダシキヤクギはダシチャの木とトウツルモドキを束ねたもの

と想定した． 

また仲原 4)は、全集第二巻「真珠湊碑文について」（『沖縄文化』

第五号 1961 年）にダシキヤはシマミサオノキと称する灌木で、杖

に珍重し魔除けになると記した．しかし、仲原はアザカのリュウキュ

ウアオキはきわめて念入りに考究しているものの、ダシキヤをシマ

ミサオノキに辿った経緯は明瞭でないように思われる． 

多和田 5)は、アザカという特定の植物や祭具はない、リュウキュ

ウアオキ（ボチョウジ）・ナガミボチョウジの十字対生葉序、ススキの

サン・ゲーン、またダシチャはシマミサオノキとあり、ダシチャクギは

それを十字形に結んだものか明確でないが、要はアザカガネもダ

シキヤクギも二つに分離するものではなく、十字形のもの・十字に

結んだものは全てアザカであると結語している． 

  本論は前論まで、アザカもダシキヤも 2 種の植物ではなく祭祀

植物ススキを十字形に結んだものであろうと論を進めてきたが、古

文書にみるアザカガネとダシキヤクギは先達が考察を重ねて追跡

したように、強靭な祭具であることに揺るぎはないであろう．クギと

ガネは、おそらくその語感からくる解釈ではないかと思われるが、

伊波 1)は釘・鉄、東恩納 2)は鎹、仲原 3)は 2 種の植物の束、多和

田 5)は一つの祭具アザカとした．4 先達の解釈は表現上異なるも

ののようにあるが、神や厄除けの拝みの固い・強靭な祭具としての

信仰に結びついたものに統一され、共通する内容と考えられる． 

 ダシキヤクギとアザカガネの語は、琉球の信仰で重要な祭具に

位置づけられると考えられ、国家事業の眞玉湊や了攬新森城の

碑文に刻まれ、『おもろさうし』に記される．この二語が別物で重要

な祭祀植物であるとすると、なぜ、国家祭祀のイザイホーにはアザ

カ（ナガミボチョウジ）1 種の葉が用いられ 6,7)、国家文書の一つで

ある袋中の『琉球神道記』8)にはダシキヤ 1 種だけが記述されてい

るのか、疑義が生じる． 
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」がある．そのオモロの外間訳は「尚清王様、国王様の御叡慮
で、聞得大君、精高子を崇めてお祈りをして、屋良座森、八重座
森に石を、石垣を積み上げて、千年も末永く敵の軍勢を寄せるま
い．名高く鳴り轟く尚清王様、国王様が、国事についてのお考え
をなさいまして、沖の澪、沖の海に石を、石垣を積み上げて、千年
も末永く敵の軍勢を寄せるまい．聞得大君、鳴響む精高子が、屋
良座森、八重座森に来給いて、霊力のある聖木、ダシキャ｟聖木｠
で作った釘を刺し給いて、アザカ｟琉球青木の古名｠やゲーン｟す
すき｠を土地鎮めのために刺して留めたからには、千年も末長く敵
の軍勢を寄せるまい．」とあり、同書｟上｠10）第１・17 の脚注では「だ
しきや；木の名．シマミサオの木．ダシキヤで作られたダシカグサ
ン｟杖｠は、魔除けに使われる．」とある（文中の       はいず
れも筆者）． 

 しかし、『琉球神道記』「一 キンマモンの事」8）には、「昔、この国

のはじめ、まだ人のいない時に、天から男と女の二人が下りた．男

をシネリキュ、女をアマミキュという．二人は小屋を並べて住んだ．

この時、この島はなお小さくて、波に漂っていた．そこでダシカとい

う木を現して、それが繁殖して山の形をつくった．次にシキュという

草を繁茂させ、また阿壇
あ だ ん

という木を植えて、ようやく国の形とした．」

とあり、アザカは記されていない．同書の原田校訂の注の概略を

述べると、ダシカはアカネ科シマミサオノキで、材はきわめて固く、

杖になる．聖木とされ、杖のダシカグサンは魔除けになる．ダシカ

釘・ダシカ真弓の言葉もある．シキュはイネ科ススキの古語．『混効

験集』に「みがん 御萱ミゲンなり．薄」とあり、神女の捕り物や占め

に用いられ、阿壇はタコノキ科アダンで、材料の用途が広く、木は

防風・防潮・防砂用に植えられる、とある． 

前論 11)で述べたように、袋中は東北の出身で沖縄には 3 年の

滞在である．袋中は、亜熱帯沖縄の、その上首里から遠隔地にあ

る北部の深山や久米島、遠く石垣、西表さらに与那国島の山地林

に点在するシマミサオノキに触れる機会があったのだろうか、シマ

ミサオノキを「山の体」にする樹種の発想には至らないのではない

だろうか、と考えてしまう． 

一方、琉球王国の杣山制度で中頭地方の杣山は王府の山奉

行所が管轄し、管理主体は間切にあり、沖縄島の南端に位置す

る杣山が西原間切の「棚原山林」である 12)．現在の琉球大学キャ

ンパスの千原池周辺の杣山跡地の森には、山原の山地に分布す

るオキナワウラジロガシ、イジュ、シシアクチ、ボチョウジ、ギョクシ

ンカ、ギーマ、リュウキュウチクなどが生育し、かつて市街化の以

前にはイタジイ林もあったという 13,14)．しかし、西原町の植物相の

目録にはナガミボチョウジはあるが、シマミサオノキの記録はない．
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棚原山は尚敬王の 18 世紀頃 15)、首里王府に供するために茶樹

を植栽し、杉、樫などを植えた．その頃、首里に近隣する棚原山

は木材になる良木はほとんど伐採されていたという．ここでいう杉

はコウヨウザン、樫はイヌマキである 12)． 

国頭村安波のウガン林は、東側の太平洋海岸から内陸へ約

500m 入った標高 20～50m ほどの自然林である．その森の海岸側

の潮風の影響を受ける東斜面はアダン林であるが、背面側は小

凹地のイタジイの優占林で、高木層には大きなオキナワウラジロガ

シ、ホルトノキがあり、他にモチノキ、イスノキ、タブノキなどが生育

する山原の山地型の植生である．その山地型植生の低木層、草

本層にボチョウジ（リュウキュウアオキ）が優占度・群度とも高く、わ

ずかながらシマミサオノキがみられる 16)．シマミサオノキは、本部半

島でも通常非石灰岩地の山地性の小高木であるが 17)、本部町大

堂のやや内陸の標高 65m にあるイタジイ群落（調査面積 400 ㎡）

の低木層に出現 1 回の種で生育する 18)．西原間切の棚原山その

他の自然林は、近年の強度な伐採によってシマミサオノキが構成

種から消失していったのだろうか． 

沖縄のヤマ概念は、高い山に限らず、神が降臨し神の座す低

地の御嶽もムイであり杜であり、ヤマである 8)．森をなすヤマ、国頭

村安波のウガン林や本部町大堂の非石灰岩地の低地林の例から、

低地の凹地形を呈する棚原山は山原の山地型の植生をもち、シ

マミサオノキが生育する可能性がみえてきそうである．しかし、西

原町の年中行事の祭祀植物にはシバサシのススキの他に記録が

ない 15)．西原町でススキ（方言：グシチ）は、茎が大きくて太いもの

をゲーンといい屋根の組み合わせ骨材や家畜小屋に使い、また

グシジャンと呼ぶサンを作るが、ボチョウジやナガミボチョウジ、そ

の他の祭祀植物は記されていない．ナガミボチョウジ（方言：ドクギ

ー）は毒の木として恐れられたらしい 12)． 

久高島イザイホーのようにナガミボチョウジがハブイにさすアザ

カとして、各地で魔除けとするシマミサオノキが神の拠りどころとす

るグサン（杖・棒）19)として、琉球王国の重要な祭祀植物ならば、生

育地も生育数も多いボチョウジ属はよしとして、王府は生育地も生

育数もきわめて少ないシマミサオノキを、イヌマキやスギ、クスノキ、

オキナワウラジロガシ、イジュ、モッコクなどと同様に商用禁止木 20)

に指定しなかったのか、疑問が過る． 

王府首里からもう一つ船で近いところにある久米島は、どの国、

どの島とも交通のきく位置にあり、日本の各地、朝鮮、中国、沖縄

に直通していて、奈良時代には朝廷の拝賀式にも参列していた
21)．従って、首里王府の政策の要である祭政一致、すなわち古文

書にみる国家祭祀の影響はかなり大きかったと思われる．伝承に

よると、神代の昔、三柱の女神がヤマトからオキナワに渡ってきて、

そのうちの姉神は首里の弁の嶽に、妹神二人は久米島の東嶽と

西嶽に住んだ、西嶽の妹神が久米島君南風の祖神である． 

尚真王時代の久米島の役割は大きく、『おもろさうし』第 21 巻は

すべて久米島のオモロで満たされている．久米中城間切（仲里間

切）は尚円王の長男である尚真の領土で、琉球の第一黄金時代

の建設に大きな力となった 21)．その仲里間切の儀間・嘉手刈 22)の

旧暦五月稲穂祭（シツマ）の「道ウムイ」には“あざか森なかい あ

ざかばのみらば・・・”とうたい、ウムイの浜辺の通り道があり、アザ

カ森を越えるとアーラ浜に出る（五月稲穂祭）．また旧暦六月の稲

大祭には神女がタイワンカニクサ（ナガバカニクサ、方言名：ンガ

ヤー）のカブイをして、その時に歌う「ウムイ」に“・・・だしちゃから

むちえぎて・・・”とあるが、嘉手刈村落の約 168m の高所にラーサ

ー山があり、ラシチャ木というシマミサオの木が群生している、とい

う． 

さらに、仲里間切嘉手刈イシキナハ御嶽でノロが集まり、「年の

人」がススキとアザカの枝を束ねたゲーヌ（ン）でお祓いして儀式

が始まる 22)．その時のウムイ（オタカベ）で“・・・・・あざかばぬ した

によ オヘイヨオオオリ だしかよらむちえ へかえるよオヘイヨオ

オオリ・・・・”と歌う．このオタカベは『おもろさうし』第 21 巻にはな

い．しかし、旧仲里村の年中行事で、５月稲穂祭（シツマ、ツマ）は

稲穂３本ずつ束にして飾り、６月稲大祭は最高女神君南風がヤブ

ランのカブイを頭に冠し、8 月柴差し（カシチ―）はススキ 3 本と桑

の枝をゲーヌにして差すのだが、嘉手刈イシキナハ御嶽のオタカ

ベでアザカを用いる他に祭祀植物にダシチャはみえない． 

多和田 5)（「古琉球の祭具」）は、渡嘉敷島と座間味村での聞き

取りからアザカとゲーンは一つであるとしている．久米島の方言で

ナガミボチョウジはポッポイギ・ムムギヌホターと記録されているの

で 23)、これがアザカと同一ではないことを示していよう、また同記録

でアザカと呼ぶ植物は見あたらない． 

久米島の代表的な森林植生にスダジイ（イタジイ）群落が、宇江

城岳、山里―仲地部落、阿良岳にみられる 24)．いずれの森林も高

木層（６～10m）の植被率が高く、シマミサオノキは山里と仲地のス

ダジイ群落の低木層に出現し、優占度・群度が＋～2.2 と比較的

高い場所がある． 

久米島は日本、中国、韓国などと首里を結ぶ重要な位置にあり
21)、三山時代や琉球王朝時代から進貢船が往来するなど交通の

要路で中国や南方諸国と独自の交易もあったとみられる 25）．また

高級神女の君南風が置かれるなど、祭祀においても首里王府と

深い関係があり、『おもろさうし』にも収録されるように重要な神事

は国家祭祀に因んで儀式が行われたと思われる．久米島は国家

祭祀の影響はきわめて高かったと思われ、その痕跡に祭祀植物

のアザカとダシキャが神歌や地名のラーサーヤー（ラーサーはラ

シチャ＝シマミサオノキ）、ラシチャ―山、アザカー・アザカームイ

（琉球青木のことか）などにみられる 26）． 

 

ダシキヤクギとアザカガネは 

対語・対句か 

 
蔡温の著した林政八書の『山林真秘』は、仲間 20)の推測からす

ると 1737 年以前に、尚敬王時代の文書と考えられる．つまり、西

原間切辺りの山野には良材がなく、杣山地帯の棚原山に茶樹、コ

ウヨウザン（杉）、イヌマキ（樫）などが植えられた頃である．『山林

真秘』には魚鱗形の育林方法があり、その育林法とはススキとチ

ガヤの原野に魚鱗状の伐り開いた穴を設け、その穴の空地に有

用な樹種を仕立てるやり方である．同書の『樹木播種方法』による

と、穴の広さはススキの高さの約 5 倍とし、育林地の全景が魚鱗状

に配置され、ススキによる防風効果を発揮し風水の蔵風理論を求

める琉球独自の育林法であるとされる 20)．王府はヤマの荒廃と欠

乏する良材を得るのに、高度な育林技術と甚大な人力を注ぐ政

策を施行していたと考えられる．ススキは、台風と旱魃の常襲地帯

で過伐によって逼迫している沖縄中南部の林地の造林事業にも

有益な抱護垣の効能を担っていたといえよう． 

首里王国時代は、その以前からおそらく民人の家屋は穴屋ある

いは質素な茅葺きで、武家家屋も茅が使われていたと想像される．

茅つまりススキは、山野の木材が欠乏する中で、家屋の大方の材

料として、薪燃料材として、敷き草などの農業用を含め、日常生活

に大量に消費されていたと思われる．いわゆる、かまどの火のもと

の代表的役割を担っているといえよう． 

植生遷移からみるとススキは 27)、先駆植物で山崩れなどの裸地

や山地や放棄畑地などの荒廃地、伐採地にいち早く風散布型の

ススキの種子が飛来して繁茂する、いわゆるカヤモーと称するスス

キ草原となる．またススキは株状の多年草であるが、北方の暖温

帯の寒いところではその地上部は冬になると褐色になり、東北地

方－北海道では枯れてしまう、沖縄では常緑性となり刈り取っても

早期に萌芽して再生する 27)．亜熱帯地沖縄のススキは、痩せ地に

も生え、草原となって繁茂し、常緑性で再生力が高く、窮乏する琉

球の民人にとっては日常生活の手元植物で真に守護的存在であ

ったと思料される． 

袋中の琉球滞在の 17 世紀初頭は、『おもろさうし』第一巻が編

集（1531 年）されてから１世紀近い年月になり、残る全巻の編集も
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進んでいた時代であろう．1609 年島津の琉球入り前の当時の情

勢からすると、琉球王府の要人である袋中には、王府の中央集権、

祭政一致の体制の最たるものである『おもろさうし』の内容は十分

把握されていたと推察される．植物利用に対する当時の琉球の民

人の生活、林野の状況、王府の政策の状況下で、主要な祭祀植

物あるいは祭具と考えられる“アザカとダシキヤ”が、袋中の琉球

王国の神道である『琉球神道記』の中の「キンマモンの事」8)では、

アザカはなく“ダシカという木”のみが記述されている．推し測るに、

アザカとダシキヤは別個ではなく一つのものであることが、当時の

王府役職人にも広く認識されていたに違いない． 

オモロの祭祀植物の代表とするダシキヤが“ダシカの木”となっ

ているとすると、きわめて短期 3 年間の滞在の浅い経験のもと、話

言葉や文書表現が異なる琉球の習俗の中で、山原の山林に少数

個体が点在し、沖縄島中南部では杖に使用しなかったと思われる

シマミサオノキを、東北地方出身の袋中が「山の体」とする木を神

聖なダシカの木にあてる思索へたどり着くことはなかったであろう．

さらに、『おもろさうし』は神歌の一種の宣立言で、対語、対句、折

り返し、慣用的美称辞が多い 9)とされるが、袋中の『キンマモンの

事』は神道の著作であり、宣立言のように折り返しや美称辞を述べ

る必要がなかったと考えられる．『キンマモンの事』の文章の祭祀

植物では、あるいは東北語と琉球語の混同によってダシキヤが

“ダシカの木”と著されたとも考えられないか． 

悪魔退散の祈祷に、ダシカ・クディ（ダシカ木で作ったクギ）を門

に吊るす与那国島も、ダシカ木をグサン（杖）に使うが釘にする口

碑はないという 28）．祭祀植物を神聖なところに据える時、それを

“さす”“立てる”“打つ”“突く”“打ち込む”などの言葉の表現が、

魔除け・厄除けや神意を留めるために、了攬新森城碑文や『おも

ろさうし』ではクギ・ガネの堅い意の接尾辞に転化し、あるいは仲

原 4）が『琉歌』の「北谷もしがね」の“かね”を美称とするように、袋

中は接尾辞・美称としてクギ・ガネを省いた、とも推察されよう．し

たがって、“ダシカの木”の意は植物学上の木本種ではなく、袋中

が琉球圏の身のまわりに繁茂して“ヤマ”と為すのは、王府時代の

山野の状況やススキを多用した民人の暮らし、土着信仰、ススキ

の生態生理上から、ススキを表現したのではないかと総合的考察

にたどり着きそうである． 

仏教の根本主張の 1 つに諸行無常の仏語がある、万物は常に

変化し生滅して、永久不変のものはないということである 29)．浄土

宗の袋中がススキの生態生理をどこまで解していたか知る由はな

いが、植物の生態遷移から観ると、「ヤマの体・態」としたダシカ＝

ススキは道理に適っていると考えられる．植生遷移から、前述した

ように沖縄でもススキはごく初期に発生するパイオニア種（先駆植

物）である 30)．シネリキュとアマミキュの 2 人が下りた島の、無植生

のその地に天はダシカ＝ススキをさし与えた．それはやがて花穂

を開いて実を結び、いく数にも殖えて島のヤマの態を成してきた．

ススキの群落はある年数、生滅をくり返して土に還り、いく年か経

って養分の豊かな土になった島に次第にいろんな木が下りてくる

ようになり、木々の森を成し、地上の 2 人の暮らしに変化を与えた．

維管束植物の中で他の草木が生え難い新たな土地に、ススキは

天より授かりもので、地の生きものの変化・更新の始まりにあり、依

代のもとをつくった．ススキはまさに、ヤマを創っていくのに相応し

い役割を担う（図１）．ヤマを成した島には、いつしか海を漂うアダ

ンの寄り物もやってきて、定着し、それが島の周りの形を落ち着か

せた．  

古文書と先達の研究内容から、ダシキヤクギとアザカガネの言

語を再考してみると、仲原 3)（『アサカガネについて』（『琉球』1953）

は、トウツルモドキを久米島ではクジ（おそらくクヂ）とよび、ダシチ

ャクギのクギは釘ではなく、クヂの表記で、ダシチャの木とトウツル

モドキを束にしたのがダシチャクギ（クヂ）、青木とススキを束ねた

のがアサカガネではないか、と考えている．また『琉歌』（1959）4）で

は、琉歌『北谷まうし』の“もしがね”のカネは美称で、オモロは対

語対句と折り返しを用い、古語を使う制約があるという． 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

図１ 荒地に繁茂するススキ群落（中城村登又 2021 年 11 月 5 日） 

 

金城 19)（『琉球新報』1953）もまた、オモロ作詞の技法は対句の

頻用があり、同じか似たものを対立させ、ダシチャクギとアザカガ

ネも大方似た機能を持つものであろうとする．そして『説伝』と『旧

記』から、ヤラザ森の築造工程で「聞得大君が右手にアザカガネ、

左手に穂花のようにクギという植物をダシキヤに結びつけた杖を

つき立てて、祭場の真中に立ち、ミセゼルを唱えると、これに従う

君々たちは大君を立ち囲んでこれに和してミセゼルを合掌した、

と想像されます」と述べている． 

 さらに金城 19)は、神霊のよりつく人間ヨリマシが手に持つものに

幣があり、幣（ミテグラ・ヌサ・シデ・ニギテなど）は神霊の依代、神

聖な樹木の分身をあらわし、その幣にあたる琉球の神女の持つ祭

具がゲーンであるとする（『琉球新報』1953）．そして、ゲーンは神

女の持つミテグラのケンが転訛したもので、ケンは一名カヤ（茅）と

呼んで、これはススキのことであり、その花穂はヲバナ（尾花）とい

い、その美しさゆえに依代となり、やがて魔除けにも使われるよう

になってきた、とサン  ケン  ゲーン＝ススキへの経緯を示唆し

ている．祭祀植物としてススキは優越するが、その生態的特徴の

他に豊かな花穂の形は同じイネ科の実る稲穂に類似して、琉球

の稲作民俗の豊作祈願に最たるものといえよう． 

クギ―ガネの真義を確かめるには、これまでの研究をまとめて１．

堅い釘、２．神聖な植物、とした場合の 2 点に絞り、さらに２．は 2

語を１）異種とする、2 語を２）同種とする、に分けて考究する必要

があろう． 

 

１．堅い釘とした場合（伊波普猷 1）） 

『了攬新森城碑文』の解釈で、クギ＝釘、ガネ＝鉄、としたが、

『あまみや考』（『日本文化の南漸』）の文中では、アザカとシヂョク

は植物であり、神女が冠にするツルマキ（蔓巻、チヌマキ）は三味

線蔓で「多分それはアザカで、シヂョクは恐らくフチマ即ち琉球ア

オキ、ボチョウジであろう」とする．この解釈からすると、クギ・ガネ

は神聖な植物につながり、金属製の釘・鉄の物質的な“堅い”は

意味をなさなくなったようである． 

２．神聖な植物とした場合（仲原善忠 3,4）・金城朝永 19)） 

仲原 4）は『真珠湊碑文について』（1961 年『沖縄文化』第 5 号）

で、ダシキヤはシマミサオノキ、アサカは琉球青木（ボチョウジ）、

カネはススキとする．金城 19)（『ゲーン（萱）とグーサン（杖）』1953

『琉球新報』）は、クギ・クジ・クージからダシキヤクギはダシチャとク

ージの 2 つを組み合わせたものと推量する．クージは仲原 3）（『ア

サカガネについて』1953 年『琉球』第 8 号）が唱えたようにシヂョク

（山ショーガ）というトウツルモドキと考えたであろう． 

１）2 語を異種の植物とした場合 

伊波 1)、東恩納 2)、仲原 3,4）、金城 19)、外間 9,10）の先達たちはほ

ぼ 2 種あるいは２物とし、他の多くの研究者を含めて、アサカ・アザ
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カ・アザハはリュウキュウアオキ（ボチョウジ）、ダシキヤ・ダシチャは

シマミサオノキとなっている．金城 19)は、2 種は大方似た機能を持

つものであろうと想定する．    

２）2 語を同種の植物とした場合 

伊波 31)は『御新下日記』から「アザカとシジョクとの、薄と共に神

聖視されていた」と結語する．多和田 5)（『古琉球の祭具』1963 年）

は、アザカ・アダハはボチョウジ属（リュウキュウアオキ、ナガミボチ

ョウジ）、ダシチャはシマミサオノキとするが、もともとアザカという植

物や祭具があったとは考えられないといい、金久 32)の理論からス

スキを十字にあぜたのがアザカで、ダシチャクギを十字にあぜたら

アザカガネになり、ダシチャクギとアザカガネは本質的には変わら

ない、と考えている（図２）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ススキのサン（津堅島 2013 年 2 月 22 日、旧暦 1 月 13 日） 

 

ダシチャクギとアザカガネの解釈の経緯からすると、いずれの語

句も祭具に通じるものである．国家祭祀である久高島イザイホー

で、神女のハブイ（トウツルモドキ）にさすナガミボチョウジをアダカ

と称し、この方言名が琉球のほぼ全域に流布したように、国家の

威光の影響でダシチャとアザカの方言名がいろんな場面、国レベ

ルだけでなく地域の祭事や拝所や樹種名などに及んだことが考

えられる．例えば、名護市久志のあじやか山 31)、久米島市仲里の

アザカ森やラーサー山（ラーサー＝ラシチャ木＝シマミサオノキ）
22,26)などがある． 

これまでの調査からして、沖縄群島ではダシチャ＝杖＝シマミ

サオノキを祭具とする神事は記録がないように思われる．祭具の

ダシチャ棒は、古宇利島ウンジャミ 33)の神人が持つ棒と久高島ソ

ーレーガナシ（竿取神）の棒 6)があるが、棒材は主として樫やイヌ

マキが用いられ、シマミサオノキの明確な証拠はない．さらに“クギ”

の影響もみられ、おそらくクギ＝釘の解釈によって、うるま市平安

座島の葬式のスーバニーに用いる紐で結んだ釘 34)、久高島の葬

式のダーク（ダンチク）に打ち込む釘 5）（多和田『ダシチャクギとそ

の用途』1963）、久高島の麦の初穂儀礼の供え物に置くアマミダ

ーク（ダンチク）の茎の先に刺した釘 35)、などがある．聞き取りで、

沖縄方言蒐集家仲本将成氏（昭和４年；1929 年生、那覇市泊崇

元寺辺りの生活）は、子供同士喧嘩をして仲間割れをしたときに、

互いの境界（屋敷境か）にアシバンクジ（相手と遊ばないという意）

という五寸釘を打って交際を拒んだらしい（これは分裂ではなく、

互いに絆を深めるために逆の方法をとったとのこと）．クギとガネは

硬く留めるものを通しての、信仰的“刺す”“打つ”“留める”の魔

除・厄除・守護の霊力を籠めているような気がする．  

さらに注目するのは、久高島の旧暦３月に行われる麦の収穫儀

礼マッティ第 1 日目のアサガミである 35)．初穂儀礼のマブッチは柔

らかい粥状であるが、収穫儀礼のチチメーは麦を木臼でついて、

固い飯状に炊いたものをザルにのせてソーキンバイまたジーンバ

イと称し、チチメーの膳に供える．チチメー膳のザルの中の堅い麦

飯は、３～９枚のユーナ（オオハマボウ）の葉を被せ、その葉 1 枚 1

枚にススキの茎を刺す．チチメーに、それを整えるようにユーナの

葉を被せて主農作物の麦が、乱されることなく、厄がつかないよう

に、安泰・豊作の意をこめて“留める”ようにススキの茎を刺す．要

するに、これが神人や村落民また国家の祭祀におけるダシチャク

ギ・アザカガネの実態ではないかと考えられる． 

推察の域を出ないが、ダシチャクギのクギは物理的なものでは

なく、金属製の釘の出現以前に“くぎをさす”“くぎをたてる”“くぎ

でとめる”などの言葉があり、辞書では上代（奈良時代およびそれ

以前）にクギの意の〔鎖〕があり「門戸をとざし固めるため、さしてお

くもの．じょう．」また「【釘を打つ（さす）】違約のできぬように念をお

す」とある 36)． 

沖縄では、12，3 世紀頃アジと呼ばれた族長的支配者が成長し

つつあり、鉄の武器、農具・農具の活用で農村を支配していく 37）．

中城村渡口洞穴遺物で 900 年頃の鍛冶製錬用の鉄鉱や鉄滓が

出土するので、これが琉球最古の鉄器製造遺跡と思われ、1200

年頃になるとアジ（按司）によって日本から鉄器を盛んに輸入しそ

の製法も盛んになり、浦添城や勝連城から角釘が多量に出土す

るという 5）（多和田『琉球古代の鉄の輸入（その一）』1967 年）．大

宜味間切塩屋村には、「球陽」に鉄匠の小屋があり船を修造する

際の鉄釘を造るために設けられたものであるという 38）． 

池原 39）によると、14 世紀、察度王（1372～1395）の頃から鉄塊

をもたらす本土商人が多くなり、また中国、南方との貿易によって

鉄類の伝来があり、尚巴志時代（1422～1439）には鉄の大量購入

があってから鉄製農具が使用されたが、鉄製農具は村に一括に

与えられ、按司の保護管理下におかれ農民は木製農具を使って

いたらしい．康熙 6 年（1666）鍛冶細工を 1 人ずつ間切におき、鉄

製農具は地頭のもとに一括管理して農民はこれを借用していた．

農具の改良が進められ、1859 年越来間切では堅い土を耕す股鍬

を考案し、熊手鍬ができ上がった．宮古では鉄製農具の使用は

13 世紀中頃以後と考えられ、八重山では石器を用いていた時代

に鉄器の鋤、鍬、鎌を薩州坊泊から買い求め、寛永 9 年（1633）牛

力による犂で農耕することで能率増産が図られたという．しかし、

明治 26 年（1893 年）、八重山はまだ石器時代の遺風があり、黒島

では棒の中間に雷斧石を挟んで薪を割り、全島民は水田を耕す

のに木鍬を用いていたらしい 40）． 

15，6 世紀は社寺、仏閣の建設が盛んに行われ複雑な木工技

術があったが、一般民家では穴屋が大半を占めており、民家の外

観は穴屋から貫屋、茅葺き、赤瓦葺き、と時代を追い、貫木屋は

高度な継手仕口加工技術を必要とした 41)．だが、穴屋は無論、貫

木屋の建築に釘使用の記述はみられず、鉄釘はまだ植物材料建

築の資材ではなかったと考えられる．王府の居城である、平成に

復元された首里城の計画・設計の記録をみると 42)、基本方針は

1712 年の再建、1925 年の国宝指定の正殿の復元を原則とするも

ので、その正殿の木部構造の軸組の主な特徴は貫構造となって

いる．軸部や床板などの継手・仕口は木製の「だぼ」を打ち、その

他瓦屋根の土居葺に竹およびステンレススクリュー釘と銅釘が使

われているが、これは現在の空葺工法によるものである．壁板など

は和釘の鉄製の L 字釘を打って留めているという（新里隆一；談）、

これはおそらく浦添城や勝連城址から出土する角釘と同じようなも

のと想像される．  

クギは、物と物を継ぎ合わせる具に使われるが、語句には人間

および神との約束を守る・固めるの意味もあろう．金属製の釘は造

船・修造に使われ按司の城に使われているが、その漢字や感覚

や表現は建築用器材に一般的に用いられた後の時代のものでは

ないだろうか．奄美群島と塩屋湾ウンガミのアザハ・シキュなどから

すると、ダシチャとアザカは対語で、クギ・ガネの語はその美称で

あり、それらは 2 種の植物ではなく、祭祀植物としての普遍的・総

括的な名称で、機能的意義を深めることを示しているのではない

だろうか． 
従来の解釈ではダシキャとアザカはそれぞれシマミサオノキとボ

チョウジ属とされているが、それらは古くて広く祭具に用いられて
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いるススキ＝アザカであり、ダシチャクギ・アザカガネは祭祀植物
の代表種であるススキを地に立て・刺し、神の守護を願う信仰儀

礼の神託
み せ せ る

の言葉としての対語であり、『おもろさうし』の「・・だしきや
くぎ さしよわちへ ・・・ あざかがね とゞめば・・・」はその対句で
はないか、と思量される．玉城 43）は、了攬新森城碑文のミセセル
は対語・対句を重ねて叙事を展開し、オモロは原則として二節に
対応して展開し、節の末尾に 1 首のモチーフを反復しているとし
ている．従って、「だしきやくぎついさしよわちへ あざかがねとゞめ
わちへ」は対句で、碑文では重ねて表し、オモロでは二節が対応
してくり返し、節末に「十百末・・・」と反復して表現されている、と考
えられる． 

今一つ、ダシチャクギ・アザカガネのこれまでの信仰の経緯を

窺うと、“クディ”や“ガネ”が樹木で作る杖の意 19,44)につながるもの

とすれば、本来杖は物理的な人の体の支えや串のような魔除け

や厄除けの呪具の他に、精神的な人の安身安心を講じるように堅

い杖・棒を地に立てたり突いたりするものではないか、このような信

仰の意義が内包するような気がする． 

金城 19)によると、『遺老説伝』に“右手持二鷲羽一、而左手帯二一

杖藜一”とあり、藜は植物のアカザで、藜杖すなわちアカザの茎で

作った杖は中国では老人の間に賞用されていたらしい、という．こ

れ が 中 国 名 の 藜 科 （ ア カ ザ 科 Chenopodiaceae ） の 杖 藜

（Chenopodium giganteum D.Don）45)とすると、本種は一年生草本

で高さ３ｍに達する栽培植物であるが、半野生状態で野原や道端

に生える．杖の中国語読みは「zhàng」（ザン）、杖藜は「zhàng lí」

（ザンリ）であるが、杖藜を杖にする記述はない．古代中国のザン

（杖）の風潮およびリザン（藜杖）のアカザとムジン（牡荊）のニンジ

ンボクの杖の利用が、琉球のグーサン（杖）やダシチャ（シマミサオ

ノキ）の実状、またダシチャクギ・アザカガネの語句に関係するか

は明らかでない． 

記紀の天地創造の神で 46)、国常立尊の国は国土・大地、常立

は恒久化・定立、すなわち「泥土のような土壌がやがて固まって大

地となった」ということであり、神格の化成の発想を表しているとい

う．また埿
う

土煮
ひ じ に

・沙
す

土煮
ひ じ に

の「う」は泥、「ひじ」も「に」も土であるから、

これは神格化であるとみる．古事記にある「角杙」「生杙」は角のよ

うにしっかりした土留めの杙であり、「国土形成の過程が、葦の生

えている湿地を固定する事であり、杙の働きがきわめて重要なこと

が、これによって理解される．」としている．仲原 4)は（『両碑文中の

難句について』1953）、杖は方言名グーサン、グサン、グサヌなど

があり、ダシチャグサンが悪魔を祓う力があると信じられたのは何

故かと述べているが、杖の霊力はこの記紀の国土形成過程にお

ける「杙」の神格化の発想も大きいだろう．おそらく袋中『琉球神道

記』8)の「この島はなお小さく、波に漂っていた」情景とダシカで国

のヤマの形をつくったのも同じような発想であろう． 

柳田 47)は、ツエの本来は榜示で、忌杖の霊境を点定するもので、

いわゆる占有権の防護であった、と推論し得るとして、杖立・杖突

という峠や阪の名も「境の木の所在で、外から来た者の杖を置く所

は、即ち内に住する者の杖を刺した地であった.さうして人がその

分界を神聖ならしむる為に、特に境の神を請じて御杖を刺したま

わんことを求めたのも、最も自然なる信仰の応用と見ることが出来

る．」と結んでいる．その論から推すと、言語として“杖をたてる”

“杖を突く”は、上代の“くぎをうつ・さす”と同義か類似する、と考え

られる． 
奄美の田舎では 32)、赤子が生まれると「イャンハツヤ」（い矢）と

称する先の尖った棒切れを表戸口の上の軒に挿すが、「い矢」の
“い”は「斎（い）」または「忌（い）」で、いみ清められた矢、神聖な
矢を意味するであろうという．呪力的効果のあるものを「さす」（指・
挿・刺）とか「あざへる」（十字に組む）というのは、その事物や対象、
ならびに地域を聖別化し、邪神妖魔に対してタブー化されるもの
と信じられ、似たような語の「イグイ」は「斎杭」のなまりで、それは
清められた杭、祭りの際に幣物を懸ける杭の意味に解せられると
いう．奄美や加計呂麻の来訪神儀礼のウムケとウホリのノロは 48)、

頭
あたま

に珍絹
ウ チ ク イ

、鳥
と り

の尾羽
お ば ね

、白
し ろ

絹
ぎ ぬ

の胴衣
ド ギ ン

に紺
こ ん

のシンセカン
し ん せ か ん

という袴
はかま

、首
く び

に曲玉や連玉、金の髪さし、そして五色の杖をたずさえて現れた
といい、また国頭村比地のウンジャミには、サスノロとビマノロがダ
シチャ真弓・桑木真弓をつくって儀式を行ったという． 

矢は、浜比嘉島の出産をはじめ山原地域の各村落のシヌグ・ウ

ンジャミ祭祀にみられる 49)．また神人の手に持つ、国頭村安田の

里地の木 50,51)、同村奥のイヌガシ 52)、伊平屋村のダンチク 53)など）、

本部町瀬底の腰にさすハマイヌビワ 54）や同町具志堅の襟にさす

ヤブニッケイ 55）の小枝、あるいは国頭村安田シヌグのヤーハリコ

ー「くさびうち」56)も大きな杭打ちを連想させる．杭―杖―棒―矢―

神人が手にする小枝は、一連の神聖なる儀式の祭具となる気がし

てくる． 

ダシチャクギとアザカガネについて、ダシチャ―クギ・アザカ―

ガネは各語が分別してあるのではなく、それらは本来一連のもの

であるが、古文書の碑文やオモロに記されることによって、それぞ

れに意味があるように解釈されてきたのではないかと考えられる．

すなわち、村落民が土着の拝みや魔除けなどの儀礼をおこなう時

に、主として生活圏にヤマをなし有用で崇高なすがたのススキを

サン―ゲンにして儀礼の場所に立てたあるいはさしていたものを、

国家の祭政一致政策による祭祀の統一と普及を図るために祭具

の名称に変化をきたしたのではないか、あるいは逆に、地域によ

ってその地の所産である祭祀植物を固持しまた変化をきたす民俗

事情を産出したのではないか、と推察される． 

 

杖とカンダシカ 

 
宮良 44)は、ダシィケーはアダス木、すなわちオドス（威す）木とい

う意味で、悪魔を威嚇し、怖じけさせて近づけない祓魔力の強大

な木ということで、「大和の山伏が七節杖
ナナフシダシチャ

をグフ（ごほ）につき」
云々の語りからダシチャ（杖）はすなわち木の名で、悪魔を祓う力
が強いために杖に用い、この木の名が杖の意味にも用いられたと
する．そして、宮良は岩崎卓爾（仙台出身・1896 年石垣測候所に
赴任し約 30 年間動植物、歴史、伝説などを調査 57））からダシチャ
の木の標準和名はルリミノキと教えられる．八重山地方では方言
名ダシチャは、1961 年に仲原 4)、1963 年に多和田 5)が記載してい
るシマミサオノキではなくルリミノキということである．換言すると、八
重山群島におけるダシキャ＝杖はルリミノキ、ルリミノキすなわちダ
シキャである、ということだろう．ただ岩崎 58）は、自らの私見でアカ
マタ・クロマタは「身ハ毛皮ニ擬シ草ヤ茅ヲ纏ヒ、竹杖二本ヲ左右
ニシ上下ニ振リ拍子ヲ整ヘ歌ヒツ、・・・」と記述し、神人の杖は竹
でルリミノキには触れていない． 

ロシアの民俗学者ネフスキーの調査野帳『宮古方言ノート』59)に

は「dasïk’agi」シマミサオの木、また〔daśića：dasïke：〕とメモされて

いるが、著書『宮古のフォークロア』60)の『25 世の終わりのうた』で

は「guśaŋgi:n  ukaramaz―k’a  dasїk’agi:ņ  ukaramaz―k’a」 

“ぐしゃんぎーん うからまいきゃ だすぃきゃぎーん うからまいき

ゃ” を“長杖に よりかかるまで 支えに よりかかるまで”と訳して

いる．ネフスキーは日本・琉球の民俗歴史の研究者との濃い交流

があり、野帳で「dasïk’agi」をシマミサオノキとメモしたのはおそらく

何らかの傍証を得たのではないかと思われる．本永の教示にみる

ように 61) 、ネフスキーは改めて、宮古現地の言葉に習い“ぐしゃん

ぎーん”と“だすぃきゃぎーん”を対語として、“杖→支え”に訳した

のではないか、との想像を描かせる． 

 石垣長健（昭和 26 年；1951 年生）は西表島で生まれ暮らしてい

る植物研究家で、琉球大学熱帯生物圏研究センター・西表島研

究所の専門技術職員の在職中にイノシシ猟や森林植物について

調査した筆者の一人新里との共同研究者 62,63,64)である.石垣の口

頭説明（2021 年 5 月）によると、西表島では、ススキは通常はユシ

キと呼び旧暦１月のタナドゥリ（種取祭）には新芽を花瓶に差してウ

ガンジュ（御嶽）で拝み、またシパと呼んでサンと同じように魔除け

に使い、シマミサオノキは方言名ダシカで、杖、茅葺き屋根の茅を

おさえるチ－ブク、イノシシ猟のチボ（跳ね木）に使い、またボチョ

ウジ属は葉が牛の舌に似ていることから方言名ウシノシタキといい、
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これら２樹種は祭祀には使わないという．トウツルモドキは方言名

クーチで、その茎を割いて中の髄を取ってから、茅葺屋根のリュウ

キュウチクを編むシノルや床の竹（カンザンチク）を編むのに使い、

また雨乞い御願の時に干立区ではカンピレーに行き、神人の青

年男性が体にそのトウツルモドキやナガバカニクサなどを巻き村

落の御願所まで下りてきて拝むという． 

石垣長健はさらに、ルリミノキ属（Lasianthus）の中のオオバルリ

ミノキとタイワンルリミノキは方言名カンダシカと称し、カンは神とい

う意味で、カンダシカは神事の杖に使うと説明し、最近まで小浜島

のアカマタ・クロマタの儀式にその木の杖を西表島で採取して島

の人に渡したという．カンダシカ（オオバルリミノキ）の杖の大きさは

親指より少し太く長さは 1.5～2m くらい、神事に使う時の長さは当

地で調整しているとのこと、開催年月には求めに応じて４～５本、

少ないときは２～３本採取したという．八重山地域でカンは広く神

の 意 で 、 カ ン ヌ マ イ 「 kannumaai 」 ； 神 様 、 カ ン シ ュ ラ シ ゥ

「kansïrasï」；神のお知らせ〈お告げ〉などがある 65）． 

石垣島宮良のニロー神 66）は世持神・アカマタ・クロマタとも称し、

1771 年（乾隆 36・明和８）小浜島からの分祀であるという．ニロー

神祭祀は収穫物への感謝儀礼フーバナアギ（穂花上げ）および

予祝儀礼エンヌユーニガイである．ニロー神は神謡に合わせて手

に持った棒を打ち鳴らし拍子をとりながら神舞をする、だが棒材に

ついての記載はなく、トウツルモドキ、ダンチク、またシマミサオノ

キやルリミノキの姿もない．八重山地域のニロー神やアカマタ・クロ

マタの神人の手にする杖・棒の樹種についての記録は祭祀秘儀

のため今もって未見で、カンダシカはオオバルリミノキとする石垣

長健の語りはとても貴重なものである．なお、西表島ではダンチク

はダードと呼んで、かつて神司が死亡すると野辺送りで他の神司

が杖として使っていたが、現在は魔除けに用いられるという．  

 アカネ科のルリミノキ属は常緑低木性でボチョウジ属やシマミサ

オノキと同様に対生葉序をなす．琉球列島に分布するルリミノキ属

６種２変種のうち八重山諸島には 6 種を産する 67)．ニコゲルリミノ

キ（L. bunzanensis Shimizu）は山地性で西表島に分布、ケシンテ

ンルリミノキ（L.curtisii King. & Gamble）は山地性で屋久島・奄美・

徳之島・沖縄・石垣・西表、台湾、中国～インドに分布、タイワンル

リミノキ（L.cyanocarpus Jack）は山地性で奄美（請島）・沖縄・久

米・石垣・西表・与那国、台湾、南中国～インドに分布、タシロルリ

ミノキ（L.fordii Hance）は山地性で屋久島・種子島・奄美・徳之島・

沖永良部・沖縄・石垣・西表、台湾、南中国・フィリピンに分布、オ

オバルリミノキ（L.trichophlebus Hemsl. ex Forb. & Hemsl.）は低地

から山地にかけて広く生育し琉球各島、台湾、フィリピンに分布、

マルバルリミノキ（L.wallichii(Wight & Arn.) Wight.）は山地性で屋

久島・奄美・徳之島・沖永良部・沖縄・伊平屋・久米・石垣・西表・

与那国、台湾、フィリピンに分布する 57)． 

 ルリミノキ属は、日常生活においては有用樹木の範ちゅうになく、

琉球列島における各樹種の方言名は神事に用いる八重山地方

に限られている 68)．ルリミノキ属の方言名は八重山地方の他に記

録はなく、それらの方言名は生活材料からくるものではなく杖の意

のダシカ、つまり地域の祭事に使う神（カン）の杖に因み、オオバ

ルリミノキのカンダシカ（西表）・ミダシカ（与那国）、タイワンルリミノ

キのカンダシカ・カンダスケ（西表）・マヤダスケ（川平）、マルバル

リミノキのマヤダスケ（川平）などがある． 

オオバルリミノキとタイワンルリミノキの幹は神の杖の大きさにな

るのでカンダシカと呼んで祭事に用いられ、マルバルリミノキやタ

シロルリミノキなどの幹は比較的多分岐し矮性で杖にならず、しか

も深山に生育するので、マヤダスケと称するのだろう．カンダシカ

と呼ぶタイワンルリミノキもやや深山性なので、山地から低地の最

も身近に生育するオオバルリミノキが神の杖によく使われる由縁で

あろう．与那国の方言名ミダシカは“御ダシカ”ではないか、と思わ

れる．石垣方言では 65）、カン；神、イン；犬、マー；真の・本当の、ま

た魔・妖怪、マヤ；猫、ミー；見かけ・見た目、となる、命
め い

・運命・天

命またミシゥ；神酒、神に供えるときはミシャグである． 

 ルリミノキ属は、通常高さが 1～1.5m くらいで、夏になると対生す

る葉序の葉腋に径 5 ㎜ほどの球形のきれいな濃青色の果実をつ

ける．「瑠璃実の木は果実の色をるりにたとえたもの」69)で、ルリは

神事に用いられる瑠璃玉など青色系の霊力をもつ玉類にもつな

がりそうである（図３）．とくに、オオバルリミノキやタイワンルリミノキ

の幹や高さはルリミノキ属の他の樹種と比べて大きく、幹は高さ 2m

径 2 ㎝ほどになり通直で強く、葉は長さ 20 ㎝以上で大きく林内で

目立ち、対生葉序の性質とともに、神の杖・カンダシカにふさわし

いものである（図４，５―各樹種の右側に立てた紅白色のポール

の大きさ；径 3 ㎝・紅白の各長さ 20 ㎝）． 

これも推測の域を出ないが、ダシチャクギとアザカガネは神託
み せ せ る

の対語で、クギとガネは金属的な物ではなくそれぞれが美称で、
それらの語句が植物性の杖 19,44）につながるものとすると、その杖
の神霊や語意から歴史的に様々な祭祀植物が表出してきたもの
と考えられる．金城 19）はダシチャクギを植物ダシチャ製のグーサン
（杖）に結びつけ、宮良 44)は沖縄のダシチャー八重山のダシィケ
ーで作った魔除けの杖とする．また、杖はグーサンとして何かに当
てて突くものではなく 70)、池間島カウルガマのダティフ（ダンチク；
前述の瀬底島と同じ）、野原サティパロウのツツツアギー（ヤブニッ
ケイ 68）；前述の本部町具志堅と同じ）、来間島ンナフキャのススキ、
新里の麦ブーイ・粟ブーイのグミモドキ、比嘉ンナフキャのマーニ
（クロツグ）、多良間島スツウプナカの細竹（棒）のように神女や婦
人・長老たちが杖の代わりに手に持つものもある．また島尻のパー
ントゥはリュウキュウガキの杖を手に持つという 71）． 

祭祀植物の態様は、首里王府の威光から遠隔の奄美群島と八

重山群島で歴史的経緯が顕著にみられるようである．王府が国家

祭祀場とした久高島でアザハと名称したボチョウジ属の方言名は、

沖縄島北部の一部村落でアザマギなどと称されるが、ボチョウジ

をアザハと呼ぶ地方は奄美群島ではほとんど見られず、八重山群

島では逆にボチョウジをインダスケなど偽の祭祀植物と称される．

さらに、八重山地域ではダシカはおよそ 3 種に分類され、政権下

で圧迫を受けた民人のおそらく秘められた王府への反発・反骨心

として、植物方言名とくに祭政一致を進めていた祭祀植物に顕現

したのではないかと捉えてみた．  

沖縄・琉球王府の租税のなかの地租は、田畑別々にあり原則と

して定石を現物納付とし、慶長 15 年（1610 年）の検知で地位に応

ずる石高を配賦して総額を決定したが、宮古・八重山に対しては

寛永 13 年（1636 年）にその定石を廃して人頭配賦税とし、さらに 

万治 2 年（1659 年）定額人頭税配賦税とした．人頭税配賦の滞納

処分については、間切もしくは村においてその内法により財産の

差押え、売却しても不足するときは親族、与または村、間切におよ

ぼし皆納をはかった．人頭税の徴収は個人にとっても苛酷なもの

であったが、凶年や自然災害のために村全体が未進のときは貯

穀から補充をさせるなど、惨酷な租税法であった．滞納が重なり、

隣人や村に迷惑が掛かることを恐れ、夜逃げ逃亡する村落民も多

かったようである（この段落は池原 39）を参照した）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ オオバルリモノキの瑠璃色の果実 

（国頭村与那 2021 年 11 月） 
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図４ オオバルリミノキの幹（ポール左側・太い幹２本） 

（国頭村与那 2021 年 11 月） 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ タイワンルリミノキの幹（ポール左側・直の紋のある幹） 

（国頭村与那 2021 年 11 月） 

 

首里王府は 1768 年、アカマタ・クロマタ祭祀は「二人が異様な

いでたちで神のまねなどをする．良くない風俗なので今後は止め

ること．」として禁止令が出された 66）．王府のこの祭祀の廃止命令

に対して、小浜島の元老格の祖先の人々が白装束に身をかため、

「アカマタ―祭は部落信仰の全生命であるから、是非ともこの祭祀

の禁を解いてください．もしもこれが解禁下さいませんときには、お

願いですからどうぞ私の首をはねて下さい．」と嘆願した、その結

果、この神祭が復活したという 72）．村落民は大切な神事の伝統を

必死に守り、祖先から受け継いだ糸を断ち切らなかった．その証

は、ダスケやインダスケに変わる比較的身近な里山に生育する独

自のカンダシカを維持してきたことにも表れているのではないかと

思われる．新城島上地のウフプールは公開禁止の状況があり秘

儀性があるが 73）、八重山各島・各部落のアカマタ・クロマタ祭祀に

も厳しい秘儀性がある．八重山群島の祭祀の秘儀性は、神への

厳畏な約束事もあろうが、あるいはカンダスケ名のように、王府の

激しい貢租や伝統祭祀への干渉に対する反発また役人の目を逃

れる村落民の知恵があったのではなかろうか． 

〔八重山地域におけるダシィケー・ダスケの語意〕 

 和名シマミサオノキ・・・ダスケ、マーダスケ、 

           本当・真の杖 

和名ボチョウジ・ナガミボチョウジ・・・インダスケ、ウシヌシタキ、ミ

ズダスケー、 

           偽の杖 

 和名オオバルリミノキ・・・カンダシカ 

           神の杖 

 シマミサオノキの幹は通直で、径、長さ、堅さも杖用に最適で、

マーダスケと称するように日常の身体の支えに最適である（図６、

７）．ボチョウジ属（ボチョウジ、ナガミボチョウジ）の幹は、地際から

ほぼ叢生するものが多く、湾曲し、細く、堅さも十分でなく、インダ

スケと称するように杖には不向きである（図８）．ルリミノキ属 6 種の

なかでオオバルリミノキ、タイワンルリミノキの幹はシマミサオノキと

同じような形状・性質をもち（図４，５）、また果実の性質も霊力がイ

メージされ（図３）、とくにオオバルリミノキは霊域の御嶽林にもよく

生育してカンダシカの感を強く有し、人里の森にもよく見られるも

ので採集も容易である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ シマミサオノキの幹（ポール左側・直の幹） 

（国頭村与那 2021 年 11 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ シマミサオノキの杖（杖長 140 ㎝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ ボチョウジの樹形（名護市二見 2021 年 11 月） 
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琉球の祭祀植物について感覚的であるが、生業区分（採取・狩

猟、農耕、年貢）、機能（魔除け・厄除け・豊穣祝い）、植物名（サ

ン、ダシカ、アザカ、ケン・ゲーン）、時代区分（グスク、古琉球、近

世）を行い、これまでの調査報告を統括して図９のような歴史的流

れにまとめてみた．改めて、祭祀植物の方言名は、生業や政策な

ど、時代の変遷さらに地理・地域性とその民人気質によって変化

したであろう． 

琉球圏のうち、島津の琉球制圧の後、首里王府から早期に離

れた奄美大島は「琉球の事物で、慶長以前のものであるか、それ

以後のものであるかを判断するに、大体の目安になる、（中略）古

い面影を多分に保存していた」31）とされるので、祭祀植物にとって

も原語がほぼ維持され、また在王府の沖縄群島は日本や中国な

どの移入語の影響で多分に変化し、且つ遠隔の八重山群島は民

人の心情も踏まえて多様化したと考えられる． 

 神事の儀式の大役を担う祭祀植物の一連の杭―杖―棒―矢

―小枝は、来訪神・大工神の性格をもつ奄美と山原の家造りや船

造りのときの杖、沖縄諸島のシヌグ・ウンジャミの棒・矢・小枝、そし

て宮古諸島のバーントゥや八重山諸島のアカマタ・クロマタおよび

マユン・ガナシの神の杖、などに用いられる．それらの杭・杖由来

の祭祀植物、国家祭祀のイザイホーはじめ各地方の主な神祭に

神女が冠にするハブイ・カブイや祓いなどに用いる祭祀植物は、

国家政策や他国の文化の影響を受けながら、各地方の自然と人

文を通して、「ダシキヤ」「アザカ」の言葉を生み出し、拝礼の意思

を伝える“立てる”“刺す”“打つ”“留める”などの仕草を「ダシキヤ

クギ」「アザカガネ」に籠めて、民俗の神儀式に登場したと推察さ

れる。 

思うに、了攬新森城碑文や『おもろさうし』古文書の“くぎ”“かね”

は、「支え」「守護する」の意味を成すもので、グサンの杖や棒は、

儀式を総体的にアザカをもって表現されたものであろう．それを示

す祭祀植物は基本的・一般的にススキであり、それをサン・ゲーン

にしてグシキヤ、そしてアザハ・アダハとなり、それが各種の木の

枝や茎葉になったり、草冠になったりする．ゲーンをダシキャの

杖・グサンにして手に持ち、地に立て・差して、神の支え・助力を

得て国王また国家の周りを固め、またゲーンをアザカにして外力・

魔を祓い国家を永遠に守護しそれを留め、霊力のある植物をハ

ブイにして神人は神と一体となって国土、村落を維持するように、

天に神に拝礼するするのである． 

概観すると、沖縄の祭具植物は各地方で異なり、ススキの他に

身近に採取できるものをダシキャ・アザカにして、「支え」「守護」す

る杖・棒（グサン）はイヌガシ、ヤブニッケイ、ハマイヌビワ、オオバ

ルリミノキ、ダンチクなど、さらに神と一体となるハブイにはカニクサ

類、ヤブラン、ゴンズイ、クスノハカエデ、ガジュマル、サンキライ類、

イタジイ、シイノキカズラ、クロツグ、トウツルモドキ、ボチョウジ属な

ど神の使いの龍のすがたを思い、これら霊力のある植物でもって

村落の各種祭祀の儀式が行われる．首里王府が国家祭祀や古

文書にダシキヤの語を著し、アザカとしてナガミボチョウジを用い

たことによって、ダシキヤの語は、本来ダシチャ・グサン（グーサン、

グッサン）の貴重な材として各村落で使われ奥山に点在している

シマミサオノキに当てられ、神人の総体的なアザカ、神人の身に

グサンやハブイそして地方の祭祀植物名に混乱が生じたのでは

ないかと考えられる． 
古文書にみる琉球国の祭祀植物は、本論の一連の考察でダシ

チャとアザカは神託
み せ せ る

に因む対語・対句とみられ基本はススキに帰
するものであろうとされた 61,74）．ススキすなわちアザカ・アザハは、
琉球の祭祀植物の根幹をなすもので、ほぼすべての神事、行事、
日常の魔除け・厄除けに用いられる．国策で登場したダシチャと
アザカの名称は、国の権威と霊威が乗りうつり、地方の祭祀植物
や呪物さらに植物名にも影響を及ぼしてきたと推測される．久米
島のヤマの名称で、ラーサーヤー（ラシチャ｟シマミサオ｠の木のこ
と）、アザカー・アザカームイ（琉球青木のことか）26）、などにダシチ
ャとアザカの痕跡をとどめる． 

アザカをナガミボチョウジとした久高島イザイホーのハブイは、

それを用いることがなくても語は塩屋湾ウンガミのようにノロの手に

持つ祭祀植物の束に登場し、ダシチャのシマミサオノキはダシチ

ャグサンとして棒の材料は違えども古宇利島ウンジャミの神女たち

の儀式の大役を担う．2 種の名称は、王府からの遠隔地である八

重山群島でその真意が多様化し発展する．アザカのボチョウジ属

はインダスケ・ミズダスケーとなって祭祀植物から消え、ダシチャの

シマミサオノキは真のダスケ・マーダスケとなって生活の中でより

貴重材となる．ダシチャのその名は、グサン・グーサン・杖の役目

を担い、宮古諸島の池間島のダティフ（ダンチク）、来間島のスス

 

魔除け    魔除け・厄除け        魔除け・厄除け・豊穣祝い 

サン          アザカ           アザハ・アダハ 

（堅い草木）       （堅い草）          （ボチョウジ属：久高島） 

立てる          ススキ           ケン・ゲーン 

さす          （奄美群島）         （沖縄群島） 

突く                         スパ 

               (宮古・八重山群島) 

ダシカ           ダシチャ・ダシキャ・ダスケ 

（堅い木）           （シマミサオノキ） 

杖・棒           インダスケ、ウシヌシタキ 

                           （ボチョウジ属） 

              カンダシカ・ミダシカ 

                           （オオバルリミノキ） 

 

 

採 集 ・ 狩 猟 農  耕 年  貢 

グスク時代 古 琉 球 近   世 

図９ 祭祀植物サンの名称と機能の遷移の考察 
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キ、比嘉のマーニ（クロツグ）などのように神女や婦人・長老たちが

杖として手に持ち、八重山諸島ではカンダシカすなわち神の杖と

してオオバルリミノキが「アカマタ・クロマタ」の神人の手にのり、大

地につき立てられる、と思われる．与那国島では、シマミサオノキ

がダシカ・クディのアザカとなって魔除けの呪術具となる．ススキの

アザカの名は、このように王府政策の影響でボチョウジ属に転用さ

れ、混迷のなかで祭祀植物に紛れ込み、大宜味村塩屋ウンガミ

や粟国島ヤガン折目、久米島の稲大祭や地名など各地村落に表

現されて、ついに八重山では祭事にススキ・スパが供えられ神の

杖ダシカ・オオバルリミノキが展開されることになる． 

王府の国家祭祀は、ススキを基に、奇しくも琉球の祭祀植物の

独自性を高めて十字・アジマー・アザハの十字対生葉序の性質を

もつアカネ科のボチョウジ属ナガミボチョウジを重く用い、民間祭

祀のミサオノキ属シマミサオノキ、ルリミノキ属オオバルリミノキ、さ

らに次報に予定するマサキに結びついていく．おそらく、それはま

た「まゆん・がなし」の神人の杖、ダティフ木のアデクにもつながる

と考えられる．これらの樹種は亜熱帯島嶼沖縄の植物相を特徴づ

け、ボチョウジ属、ルリミノキ属は主として熱帯・亜熱帯地域に分布

し 57)、ナガミボチョウジはトカラ列島以南、オオバルリミノキは奄美

大島以南、南九州以南に生育する.さらに自然分布域の広いスス

キが、日本の中では沖縄で常緑性となるのも生態生理的に大きな

特徴を示しているといえよう． 

総じて推察するに、沖縄の神祭・年中行事における祭祀植物は、

ススキを中心にアザカと称して用いられていたが、第 2 尚氏王朝 3

代目尚真時代（1477 年～1526年）の祭政一致政策および『おもろ

さうし』第 1 巻編集（1531 年）後にその植物種や呼称などに大きな

変化をもたらしたものであろう．琉球圏から薩摩に編入された奄美

諸島ではアザカの言語が残存し、そのアザカは祭祀の祓いに用

いられ、沖縄諸島ではススキの転訛と思われるグシキ・グシチャー

がさらにケン・ゲーンとなり、八重山諸島のスパなど、神事のサン

「眞珠湊碑」（『南島風土記－沖縄・奄美大島地名辞典―』）と合わ

せてほぼ 全ての行事に用いられてきた．祭祀植物アザカは、了

攬新森城碑文と『おもろさうし』のダシキヤクギとアザカガネの対語

になり、「ついさしよわちへ とゞめわちへ」と“立てる、さす、留める”

の意を籠めて対句をなして展開し、神霊をもって王を国を「十百末」

まで守護する神女の“オモイ” の神託が、くり返しと反復・復唱に

よってしだいに高揚していく儀礼のすがたが想像される． 
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